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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第１部門第２区分
【発行日】平成31年3月14日(2019.3.14)

【公開番号】特開2017-158883(P2017-158883A)
【公開日】平成29年9月14日(2017.9.14)
【年通号数】公開・登録公報2017-035
【出願番号】特願2016-47476(P2016-47476)
【国際特許分類】
   Ａ６１Ｂ   5/055    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３７０　
   Ａ６１Ｂ    5/05     ３５０　

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月1日(2019.2.1)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　高周波磁場を発生させるＲＦコイルに、撮像シーケンスに基づいてＲＦパルスを供給す
る増幅器と、
　前記増幅器に電力を供給するキャパシタバンクと、
　前記撮像シーケンスにおけるＲＦパルスの条件と前記増幅器の出力効率とに基づいて、
前記撮像シーケンスによる撮像の実行の可否を判定する判定部と、
　を備える磁気共鳴イメージング装置。
【請求項２】
　前記ＲＦパルスの条件と前記出力効率とに基づいて、前記キャパシタバンクにおける電
圧降下を取得する取得部をさらに具備し、
　前記判定部は、前記電圧降下に基づいて、前記撮像の実行の可否を判定する、
　請求項１に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項３】
　前記取得部は、前記出力効率に基づいて前記増幅器における熱損失量を取得し、
　前記判定部は、前記熱損失量と前記電圧降下とに基づいて前記撮像の実行可否を判定す
る、
　請求項２に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項４】
　前記ＲＦパルスの条件は、前記ＲＦコイルに供給されるパワーのレベルを示すＲＦレベ
ルであって、
　前記ＲＦコイルを介して被検体に対して送受信された高周波磁場に基づいて、前記ＲＦ
レベルを決定するＲＦレベル決定部をさらに具備する、
　請求項２に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項５】
　前記取得部は、前記撮像シーケンスによる前記キャパシタバンクの充放電特性に基づい
て、前記電圧降下を計算する、
　請求項２乃至４のうちいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項６】
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　前記キャパシタバンクに設けられた分圧回路における分圧電圧を計測する電圧計測器を
さらに具備し、
　前記取得部は、前記撮像シーケンスの一部の実行において計測された前記分圧電圧に基
づいて、前記電圧降下を計算する、
　請求項２乃至４のうちいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項７】
　前記判定部は、前記電圧降下が第１閾値以下である場合または前記熱損失量が第２閾値
以上である場合、前記撮像シーケンスにおける撮像条件を変更する必要があると判定し、
　前記撮像条件を変更する必要があると判定された場合、前記撮像条件を変更する撮像条
件変更部と、
　前記撮像条件を変更する必要があると判定された場合、前記撮像条件を表示する表示部
とをさらに具備する、
　請求項３に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項８】
　前記第１閾値と前記第２閾値とは、前記撮像の実行の可否の判定に関する値である、
　請求項７に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項９】
　前記ＲＦコイルは、複数のチャンネルに対応する複数のコイル素子を有し、
　前記増幅器は、前記複数のチャンネルに対応する複数の増幅回路を有し、
　前記取得部は、前記増幅回路各々において前記熱損失量と前記電圧降下とを計算し、
　前記撮像条件変更部は、前記増幅回路各々に対応する前記熱損失量と前記電圧降下とに
おいて、前記第１閾値以下であって前記第１閾値より最も離れた電圧降下と、前記第２閾
値未満であって前記第２閾値より最も離れた熱損失量とに基づいて、前記撮像条件を変更
する、
　請求項７または８に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項１０】
　前記ＲＦコイルは、複数のチャンネルに対応する複数のコイル素子を有し、
　前記増幅器は、前記複数のチャンネルに対応する複数の増幅回路を有し、
　前記取得部は、前記増幅回路各々において前記熱損失量を計算し、前記増幅回路に対応
する前記電圧降下を同期させて加算することにより電圧降下の合計を計算し、
　前記判定部は、前記電圧降下の合計が第１閾値以下である場合または前記熱損失量が第
２閾値以上である場合、前記撮像シーケンスにおける撮像条件を変更する必要があると判
定し、
　前記撮像条件変更部は、前記増幅回路各々に対応する前記熱損失量のうち前記第２閾値
未満であって前記第２閾値より最も離れた熱損失量と、前記第１閾値以下の前記電圧降下
の合計とに基づいて、前記撮像条件を変更する、
　請求項７または８に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項１１】
　前記取得部は、前記出力効率と前記電圧降下と前記撮像条件とに基づいて、前記撮像シ
ーケンスに関する電力効率を計算し、
　前記判定部は、前記撮像シーケンスにおける電力効率が第３閾値未満か否かを判定し、
　前記撮像条件変更部は、前記撮像シーケンスにおける電力効率が第３閾値未満である場
合、前記撮像シーケンスにおける電力効率に基づいて、撮像条件を変更する、
　請求項７乃至１０のうちいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【請求項１２】
　前記増幅器の外装における外装温度を計測する温度センサをさらに具備し、
　前記取得部は、前記撮像シーケンスの一部の実行において計測された前記外装温度を用
いて、前記熱損失量を求める、
　請求項３および７乃至１１のうちいずれか一項に記載の磁気共鳴イメージング装置。
【手続補正２】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　本実施形態に係る磁気共鳴イメージング装置は、増幅器と、キャパシタバンクと、判定
部とを具備する。増幅器は、高周波磁場を発生させるＲＦコイルに、撮像シーケンスに基
づいてＲＦパルスを供給する。キャパシタバンクは、前記増幅器に電力を供給する。判定
部は、前記撮像シーケンスにおけるＲＦパルスの条件と前記増幅器の出力効率とに基づい
て、前記撮像シーケンスによる撮像の実行の可否を判定する。
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